
・点　鐘　矢島高明会長
・ソング　我等の生業
・四つのテスト唱和　加藤職業奉仕委員長
・卓　話　長　勇様

【入会式】
◎新入会員紹介　　細田（伴）君
岩泉 憲（いわいずみけん）会員
　Ｓ４８年、岩手県生まれ。生
後６か月で飯能に移住。２９歳
で父親の跡を継ぎ「IWAIZUMI
技建」設立。本年２０周年。
３２歳でご結婚、ＪＣ入会。ご子
息３人。４０歳、商工会議所青
年部入会。現在４９歳。私はお
父様の健一さんとは４０年程
のお付き合い。憲さんも仁の
心をもった人柄の良い方です。
◎岩泉会員挨拶
　青年部最終年度で、そろそ
ろどうかとお誘い頂きまし
た。不安は多々ありますが一
生懸命頑張りますのでよろし
くお願いします。

◎新入会員紹介　　矢島会長
皆川 豪（みながわたけし）会員
　Ｓ５７年、飯能市中山生まれ、
４０歳。小５の時に原市場に転

居。中高とバスケット部で２６歳まで社会人リーグで
ご活躍。トヨタの自動車大学校で２級整備士の資格
を取得。「埼玉トヨペット（株）」で４年程整備士として

「レクサス」で営業として勤務（トヨタで計１５年間）。
現在は「ソニー生命保険（株）」に勤務されています。
◎皆川会員挨拶
　若輩者でございますので、皆様のご指導ご鞭撻を
頂ければと思います。よろしくお願い致します。
◎矢島会長よりバッジ装着／歓迎の言葉／誓いの言

葉／額・四つのテスト・バナー贈呈／土屋ＲＣ情報委
員長より資料贈呈／市川幹事より会員証贈呈・所属
発表：岩泉「親睦活動」皆川「会報広報」／記念撮影
◎乾杯：土屋パスト会長
　ロータリーライフを楽しんで頂ければと思いま
す。例会には必ず出席をお願いします。会員皆様の
ご発展と健康を祈念しまして乾杯！

【会長報告】
　マスク着用が個人の判断となってから１か月。コ
ロナは収まりつつありますが、インフルエンザも流
行っているようです。皆様十分ご注意下さい。
　長様、よろしくお願い申し上げます。佐武様には
度々ＲＣへの入会をお誘いしていて、こうして同じ
会場でお会い出来る事を嬉しく思っております。
　若いお２名の入会でＲＣの年齢層をだいぶ下げて
頂きました。末永くロータリーライフを楽しんで頂
ければと思っております。
　【幹事報告】
　第１１回理事会：６月のプログラム、「飯能新緑ツー
デーマーチ」参加（Ｔシャツ着用）承認。６／１４夜間例
会「津軽三味線の演奏」は４／２７申込締切。会報のデ
ジタル化、環境学習給付事業１０万円拠出承認。例会
場を戻す件は継続協議。野球大会（５月）開催承認。
　【委員会報告】
◎出席向上委員会　　　　　　　　　　  中里（忠）君
　５／１６新入会員対象に日高ＲＣでＭＵを行います。
◎次年度幹事　　　　　　　　　　　　　　神田君
「次年度役員委員長顔合わせ会」１８時半「清河園」
◎会員増強委員会　　　　　　　　　　　　前島君
　新入会員の方をご紹介下さい。
　【出席報告】ＭＵ０・無届欠席２　 永安寺出席向上委員
　
　
　
　

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・長様、佐武様ようこそお越し下さいました。本日
　はよろしくお願い致します。矢島会長、市川幹事
　　大﨑ＳＡＡ、大附君、加藤君、髙橋君、都築君
　 山川君、細田（伴）君、新井君、矢島（巌）君、吉島君
・岩泉さん皆川さんご入会おめでとうございます。
　　　　矢島会長、市川幹事、大﨑ＳＡＡ、田辺君
　　　　　　　　　　　　　　　細田（伴）君、髙橋君
本日計１５，０００円、累計額７２２，０００円。
◎１９日例会当番は坂本（淳）、鈴木（康）会員です。
　【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　　　都築会報・広報委員長
　１９４９年、飯能市生まれ。飯能一中、川越高校を経て
７１年、青山学院大学を卒業し「（株）椿本チエイン」に
入社。００年、本社部門本部人事部長。０５年、取締役
執行役員。０９年、代表取締役社長。１５年、代表取締役
会長・最高経営責任者（ＣＥＯ）。２１年、相談役に就任。
　

　

　椿本チエイン（以下「つばき」）が飯能に進出して６０
年を超えましたが、市民の皆様はつばきをどれくら
いご存じなのでしょうか。２１年６月までＣＥＯとして
大阪におり、同年８月に飯能に戻ってきたのですが、
工場を知ってもらう機会がなかなかございません。
今回良い機会を頂いて、つばきを知って頂いた上
で、さらに興味をお持ちになられた方は、是非工場
見学に来て頂ければ幸いと思っています。
　創業は１９１７年。今年１０６年目です。はじめは自転
車用チェーンを作っていましたが市場飽和後に産業
用チェーンに取り組み現在に至ります。チェーンを
使ったコンベヤを創り出し、現在の埼玉工場の「マテ
ハン（マテリアルハンドリング）事業部」“搬送”という領
域に進出。また、自動車のエンジンのピストンの同期
を取るしくみ“タイミングシステム”がチェーンを使っ
て行われるのですが、そのチェーンを作る「モビリテ
ィ事業部」が埼玉工場にあります。チェーンを使った
大型の減速機やチェーンモーターを作り、「モーション
コントロール事業部」では直線作動機（シリンダー）や
ネジ類も手掛けています。前年度売上高は約２４５０
億円。つばきグループの従業員は世界２３か国に８７００
名程。生産工場は１５の国に２７か所。一番多いのは日
本で９工場。そこで４つの事業を展開しています。
　埼玉工場の完成は１９６２年。当時、鉄鋼を中心とし
た基幹産業が高度成長の波に乗り全国展開され始め
ていて、日本製鉄の君津工場に納める大型コンベヤ
を大阪で作って運ぶのが大変だというので関東進出
を決めたわけです。製鉄工場向けコイルコンベヤ、
セメント運搬用の大型コンベヤを作っていましたが
モータリゼーションでチェーン事業部を埼玉工場に
移管。現状ではそれがモビリティとマテハンの２つ
の事業として展開されています。つばき本体の４工
場はほぼ単一の事業をやっているのですが埼玉工場
だけは歴史的な関係から２つの事業を同時にやって
いるという事です。
■つばきの新しい取り組み
　ＣＥＯとしての最後の年度、私はプロジェクトチー
ムを作って、これからどこを目指してどんな事業を
やっていくのか、ＳＤＧｓも考慮しながら１年掛りで
考えました。希望した事の一つは、つばきが社会から
必要とされる企業になって欲しいという事。事業は
ほぼ“部品”で、「お客様を通じて社会に貢献している」
という事は言えると思いますがもっとダイレクトに
貢献する方法はないかと考え、「社会貢献」を冒頭に
挙げました。「社会課題の解決に貢献する企業グルー
プ」。社会課題とはグローバルに考えてＳＤＧｓそのも
のです。その中でつばきが役に立てるものは何か。

それを考えながら新しいもの
に取り組んでいこうと決めま
した。部品から最終製品まで
展開するため、長期の目標を
１０年後の２０３０年に置き、
中期の２０２５年までにやる事
とその後に継続していく事を
決めて計画を立てています。
　どんな規模でやるのか。そ
こを考えないと何から手を付
けるのか決まってきませんの

で、私は２つの提案をしました。１つは今の８０００人
規模で行う３０００億円位の事業。もう１つはもっと
新しい土俵を見つけて大きく事業を伸ばすというも
の。その年で現役を引退する私が勝手に決めるのは
おこがましいという事で、取締役と事務局で議論し
て後輩達に決定を委ねました。結果、もっともっと大
きな事業に育てて社会貢献したいという思いが強く
目標は５０００億円となりました。これは並大抵の事
ではありません。４つの事業だと頑張って新しい製
品を作っても４０００億円に手が届くかどうかという
ところ。こういうシミュレーションをした上でどん
な事業をしていくかという事を考えていきました。
ヒット商品と言っても“部品屋”ではせいぜい年間
１、２億円位。１０年のタームで１０００億を埋めるには
発想を全く転換しなければいけない。１００億の事業
をやっても１０個の新しいビジネスを生み出さなけ
ればなりません。散々議論して、これから先、つばき
が目指す新しいマーケット、社会貢献の事業を決定
しました。一端をお話したいと思います。
■「長期ビジョン２０２３」（２０２１年６月発表）

　社会課題の解決に貢献できる企業グループを目指して
　　① 人にやさしい社会の実現
　　② 安心・安全な生活基盤の構築
　　③ 地球にやさしい社会の創造
　ＳＤＧｓのかなりの部分をカバーしています。①
《ヒューマンアシスト》アシストスーツ、段差解消機
等の開発。《メンテナンス》故障前に感知し先手を打
つ。②０８年～《アグリ》ビジネス。１６年、会長の時に

「カンブリア宮殿」で紹介しました。《ライフサイエン
ス》再生医療。③《エネルギーインフラ》Ｖ２Ｘ対応
の充放電装置をお世話になっている自治体に寄贈。
《モビリティ》自動車以外の移動手段の創出。
　日本は食料自給率を上げなければなりません。福
井県美浜町に２０２５年、人工光型の大型植物工場を建
設、レタス類を１日２．２ｔ生産する計画です。トマトや
イチゴ収穫機の開発、国内生産の大豆ミートの研究
も開始。“第６次産業”を見据え、作るところから加工、
サービス提供まで一貫してやれば、１０億円のビジネ
スが１００億円規模になる。こんなビジネスモデルを
作り、そのスタートに立っているところです。感染リ
スクを低減する、ＰＣＲ検査の前処理工程の自動化シ
ステム「Ｌａｂｏ-ＡＬＩＳ」を開発、製薬会社に販売しま
したが、ハードウェアを売るだけでは２０～３０億円
のビジネスです。今後は再生医療そのものにチャレ
ンジして１００億円のビジネスに育てていきたい。
　こういった事も埼玉工場で行われていますので、
是非見学にお越し頂きたいと思います。
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場はほぼ単一の事業をやっているのですが埼玉工場
だけは歴史的な関係から２つの事業を同時にやって
いるという事です。
■つばきの新しい取り組み
　ＣＥＯとしての最後の年度、私はプロジェクトチー
ムを作って、これからどこを目指してどんな事業を
やっていくのか、ＳＤＧｓも考慮しながら１年掛りで
考えました。希望した事の一つは、つばきが社会から
必要とされる企業になって欲しいという事。事業は
ほぼ“部品”で、「お客様を通じて社会に貢献している」
という事は言えると思いますがもっとダイレクトに
貢献する方法はないかと考え、「社会貢献」を冒頭に
挙げました。「社会課題の解決に貢献する企業グルー
プ」。社会課題とはグローバルに考えてＳＤＧｓそのも
のです。その中でつばきが役に立てるものは何か。

それを考えながら新しいもの
に取り組んでいこうと決めま
した。部品から最終製品まで
展開するため、長期の目標を
１０年後の２０３０年に置き、
中期の２０２５年までにやる事
とその後に継続していく事を
決めて計画を立てています。
　どんな規模でやるのか。そ
こを考えないと何から手を付
けるのか決まってきませんの

で、私は２つの提案をしました。１つは今の８０００人
規模で行う３０００億円位の事業。もう１つはもっと
新しい土俵を見つけて大きく事業を伸ばすというも
の。その年で現役を引退する私が勝手に決めるのは
おこがましいという事で、取締役と事務局で議論し
て後輩達に決定を委ねました。結果、もっともっと大
きな事業に育てて社会貢献したいという思いが強く
目標は５０００億円となりました。これは並大抵の事
ではありません。４つの事業だと頑張って新しい製
品を作っても４０００億円に手が届くかどうかという
ところ。こういうシミュレーションをした上でどん
な事業をしていくかという事を考えていきました。
ヒット商品と言っても“部品屋”ではせいぜい年間
１、２億円位。１０年のタームで１０００億を埋めるには
発想を全く転換しなければいけない。１００億の事業
をやっても１０個の新しいビジネスを生み出さなけ
ればなりません。散々議論して、これから先、つばき
が目指す新しいマーケット、社会貢献の事業を決定
しました。一端をお話したいと思います。
■「長期ビジョン２０２３」（２０２１年６月発表）

　社会課題の解決に貢献できる企業グループを目指して
　　① 人にやさしい社会の実現
　　② 安心・安全な生活基盤の構築
　　③ 地球にやさしい社会の創造
　ＳＤＧｓのかなりの部分をカバーしています。①
《ヒューマンアシスト》アシストスーツ、段差解消機
等の開発。《メンテナンス》故障前に感知し先手を打
つ。②０８年～《アグリ》ビジネス。１６年、会長の時に

「カンブリア宮殿」で紹介しました。《ライフサイエン
ス》再生医療。③《エネルギーインフラ》Ｖ２Ｘ対応
の充放電装置をお世話になっている自治体に寄贈。
《モビリティ》自動車以外の移動手段の創出。
　日本は食料自給率を上げなければなりません。福
井県美浜町に２０２５年、人工光型の大型植物工場を建
設、レタス類を１日２．２ｔ生産する計画です。トマトや
イチゴ収穫機の開発、国内生産の大豆ミートの研究
も開始。“第６次産業”を見据え、作るところから加工、
サービス提供まで一貫してやれば、１０億円のビジネ
スが１００億円規模になる。こんなビジネスモデルを
作り、そのスタートに立っているところです。感染リ
スクを低減する、ＰＣＲ検査の前処理工程の自動化シ
ステム「Ｌａｂｏ-ＡＬＩＳ」を開発、製薬会社に販売しま
したが、ハードウェアを売るだけでは２０～３０億円
のビジネスです。今後は再生医療そのものにチャレ
ンジして１００億円のビジネスに育てていきたい。
　こういった事も埼玉工場で行われていますので、
是非見学にお越し頂きたいと思います。
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